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北
部
九
州
の
近
世
文
化
形
成
に
お
け
る
真
宗
寺
院
の
役
割

〜
福
岡
藩
真
宗
寺
院
所
蔵
の
書
画
か
ら
〜

小

林

知

美

一
、
は
じ
め
に

日
本
絵
画
史
の
上
か
ら
見
た
江
戸
時
代
の
後
期
は
、
社
会
の
各
層
に
お
い
て
、

し
か
も
全
国
的
な
規
模
で
、
絵
画
の
理
解
者
や
需
要
者
が
急
増
し
た
こ
と
で
特
徴

づ
け
ら
れ
る（

1
）。
江
戸
時
代
の
地
方
に
お
け
る
絵
画
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
庶

民
層
を
中
心
的
な
対
象
と
し
て
活
動
し
て
い
た
真
宗
寺
院
に
伝
わ
る
書
画
は
有
効

な
検
討
材
料
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
北
部
九
州
の
う
ち
福
岡
藩
の
真
宗
寺
院
の
所

蔵
す
る
書
画
に
焦
点
を
あ
て
、
当
地
に
お
け
る
近
世
の
地
方
文
化
形
成
の
様
相
と

内
実
を
明
ら
か
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
福
岡
藩
真
宗
寺
院
所
蔵
文
化
財
の
調
査
と
そ
の
概
要

⑴

福
岡
藩
の
真
宗
寺
院

福
岡
藩
は
筑
前
国
ほ
ぼ
一
国
を
領
有
し
た
大
藩
で
あ
っ
た（

2
）。『

福
岡
県
寺
院
沿

革
史
』（
昭
和
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
福
岡
県
下
の
真
宗
系
寺
院
は
、
寺
院
数
全
体

の
三
割
以
上
を
占
め
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
福
岡
藩
の
宗
門
改
め
の
記
録
に

お
け
る
割
合
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
真
宗
の
宗
派
と
し

て
の
勢
力
が
現
在
に
至
る
ま
で
あ
る
程
度
は
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
実
地
調
査
に
も
と
づ
く
印
象
で
は
あ
る
が
、
真
宗
で
は
世
襲
が
基
本
で

あ
る
た
め
、
各
寺
院
所
蔵
文
化
財
の
伝
存
率
が
極
め
て
高
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
真
宗
寺
院
所
蔵
文
化
財
の
悉
皆
的
調
査
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

地
方
文
化
に
関
す
る
ト
レ
ン
チ
発
掘
の
役
割
を
果
た
す
と
い
え
る
。

平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
に
着
手
さ
れ
た
筑
紫
女
学
園
大
学
に
よ
る
北
部

九
州
真
宗
文
化
財
調
査
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
調
査
報

告
書
の
形
で
刊
行
さ
れ
、
検
討
の
対
象
と
な
る
素
材
が
充
実
し
て
き
た（

3
）。
前
稿
で

真
宗
寺
院
所
蔵
文
化
財
を
元
に
地
方
美
術
史
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
提
言
を
し
た
が（

4
）、本

稿
で
は
そ
の
提
言
の
実
践
を
試
み
た
い
。

⑵

調
査
対
象
寺
院

本
稿
で
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
【
表
1
】
に
ま
と
め
た
福
岡
県
下
の
真
宗
寺

院
二
三
ケ
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
文
化
財
で
あ
る（

5
）。

福
岡
藩
の
領
内
は
支
配
の
上
か
ら

郡
・
浦
・
町
に
三
分
さ
れ
て
い
た
。
調
査
対
象
寺
院
の
内
訳
は
、
町
方
寺
院
は
福

二
九



報告書名

福岡市報告書

未刊

福岡市報告書

報告書Ⅴ

報告書Ⅰ

報告書Ⅰ

報告書Ⅰ

報告書Ⅰ

品照寺報告書

報告書Ⅱ

報告書Ⅱ

報告書Ⅱ

報告書Ⅲ

報告書Ⅲ

報告書Ⅱ

報告書Ⅲ

報告書Ⅱ

報告書Ⅱ

報告書Ⅲ

報告書Ⅳ

報告書Ⅰ

報告書Ⅰ

未刊

開基・建立年代（注5掲載論文表番号）

浄徳・慶長15（1610）年造立（No．2）

浄心・天正元（1573）年（No．11）

空性・天文10（1541）年（No．18）

愚善・寛永12（1635）年木仏寺号（No．97）

宗 念・寛 永9（1632）年 木 仏 寺 号
（No．144）

休意・寛永年中（1624‐43）開基。寛永
20（1643）年木仏寺号。（No．162）

空 心・慶 長10（1605）年 木 仏 寺 号。
（No．167）

正 善・明 暦3（1657）年 木 仏 寺 号。
（No．171）

理善・天文頃（1532‐54）建立（No．180）

佑慶・明応6（1497）年。天正15（1587）
年木仏寺号。（No．183）

明 順。寛 永18（1641）年 木 仏 寺 号。
（No．184）

善照・大永頃（1521‐27）。享保2（1717）
年木仏寺号。（No．185）

明 善。寛 永7（1630）年 木 仏 寺 号。
（No．186）

雄 念。明 和4（1767）年 木 仏 寺 号。
（No．196）

了鎮・長享元（1487）年木仏。天正15
（1587）年寺号。慶長9（1604）年西へ
改派。（No．205）

西蓮・文禄年中（1592‐95）。正徳元
（1711）年木仏。慶長元（1596）年寺号。
（No．208）

明円・明和元（1764）年木仏。文禄2
（1593）年寺号。（No．209）

教 了・元 和2（1616）年 木 仏 寺 号。
（No．211）

佑西・寛正5（1464）年。正徳4（1714）
年木仏寺号。（No．216）

乗 雲。慶 長14（1609）年 木 仏 寺 号
（No．217）

祐尊。元亀元（1570）年開基・木仏寺号。
（No．283）。

順 正。慶 長19（1614）年 木 仏 寺 号。
（No．284）

當円。元文5年（1740）木仏、寛永21
（1644）年寺号。（No．296）

町名・地名（当時）

福岡薬院町

福岡西町

博多祇園町

那珂郡春吉寺町村

御笠郡萩原村

夜須郡野町村

上座郡須川村

上座郡菱野村

下座郡三奈木村

嘉麻郡植木村

嘉麻郡臼井村

嘉麻郡下西郷村

嘉麻郡隈畑村

嘉麻郡本谷村

穂波郡飯塚村

穂波郡馬敷村

穂波郡大分村

穂波郡壱岐須村

穂波郡土師村

鞍手郡感田村

宗像郡藤原村

宗像郡下西郷村

宗像郡赤間村

寺院名（現在地）

光専寺（福岡市）

浄満寺（福岡市）

萬行寺（福岡市）

妙徳寺（福岡市）

西蓮寺（筑紫野市）

信覚寺（朝倉市）

万徳寺（朝倉市）

厳浄寺（朝倉市）

品照寺（朝倉市）

浄円寺（嘉麻市）

長源寺（嘉麻市）

善照寺（嘉麻市）

長教寺（嘉麻市）

仙林寺（嘉麻市）

明正寺（飯塚市）

西光寺（飯塚市）

明円寺（飯塚市）

安楽寺（飯塚市）

長明寺（桂川町）

浄福寺（直方市）

浄蓮寺（宗像市）

正蓮寺（津福市）

浄万寺（宗像市）

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

【表1】福岡藩真宗寺院所蔵文化財調査先寺院リスト

三
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岡
藩
の
触
頭
の
触
頭
の
光
専
寺
（
表
1－

1
）
と
萬
行
寺
（
表
1－

2
）、
そ
し

て
浄
満
寺
（
表
1－

3
）
の
三
ケ
寺
、
郡
方
寺
院
は
三
ケ
寺
以
外
の
二
〇
ケ
寺
、

浦
方
寺
院
は
皆
無
で
あ
る
。
調
査
し
た
郡
方
寺
院
は
嘉
穂
地
方
（
嘉
麻
郡
・
穂
波

郡
）
を
中
心
と
し
て
い
る
。
嘉
穂
地
方
は
藩
下
で
真
宗
伝
播
が
比
較
的
古
い
東
四

郡
（
遠
賀
、
鞍
手
、
嘉
麻
、
穂
波
）
に
含
ま
れ
る
純
農
村
地
帯
で
、
三
方
を
山
に

囲
ま
れ
た
盆
地
を
遠
賀
川
と
長
崎
街
道
が
縦
走
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。

⑶

作
品
概
要

福
岡
藩
の
真
宗
寺
院
所
蔵
文
化
財
の
う
ち
の
書
画
類
を
、
性
格
の
上
か
ら
、
第

一
に
真
宗
独
自
の
作
品
、
第
二
に
通
仏
教
的
作
品
、
第
三
に
非
宗
教
的
作
品
の
三

群
に
分
類
す
る
と
、
数
の
上
で
は
、
第
一
の
真
宗
独
自
の
作
品
は
全
体
の
一
割
程

度
、
第
二
の
通
仏
教
的
作
品
は
一
割
未
満
で
、
第
三
の
非
宗
教
的
作
品
が
の
こ
り

八
割
程
度
を
占
め
る
。
真
宗
独
自
の
作
品
と
は
、
末
寺
の
申
請
に
よ
り
本
山
か
ら

下
賜
さ
れ
る
本
尊
や
祖
師
像
や
親
鸞
聖
人
絵
伝
な
ど
の
免
物
で
あ
る
が
、
免
物
と

一
般
的
な
通
仏
教
的
作
品
の
合
計
の
約
四
倍
の
非
宗
教
的
（
世
俗
的
）
作
品
が
真

宗
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
真
宗
寺
院
は
世
俗
的
書
画
類
の
宝
庫
で

あ
る
。

三
、
福
岡
藩
真
宗
寺
院
所
蔵
書
画
の
作
者

真
宗
寺
院
所
蔵
の
書
画
類
の
う
ち
に
は
落
款
印
章
な
ど
か
ら
作
者
の
判
明
す
る

作
品
が
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
の
作
者
の
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
近
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
ま
と
め
ら
れ
た
三
種
の
書
画
作
者
の
伝
記
類
で
検
索
し
た
。
編
集
方
針

を
異
に
す
る
複
数
の
伝
記
類
を
用
い
て
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
福
岡
藩
真

宗
寺
院
所
蔵
書
画
作
者
の
傾
向
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
ま
ず
、
幕
府
御
抱
え
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
派
の
絵
師
・
朝
岡
興
禎
（
一
八
〇

〇－

五
六
）
に
よ
る
『
古
画
備
考（
6
）』、
次
に
福
岡
藩
の
地
方
文
人
の
索
引
と
み
な

せ
る
『
筑
前
名
家
人
物
志（

7
）』、

最
後
に
真
宗
僧
の
書
画
作
者
に
つ
い
て
『
真
宗
本

派
学
僧
逸
伝（

8
）』

を
用
い
、
福
岡
藩
真
宗
寺
院
所
蔵
作
品
の
作
者
の
傾
向
に
つ
い
て

み
て
み
る
。

⑴

『
古
画
備
考
』
所
載
の
書
画
作
者

『
古
画
備
考
』
は
、
江
戸
幕
府
御
用
絵
師
、
木
挽
町
狩
野
家
の
狩
野
清
川
院
養

信
の
弟
で
朝
岡
家
の
養
子
・
興
禎
に
よ
る
上
代
か
ら
同
時
代
ま
で
の
書
画
関
係
情

報
の
集
成
で
、
全
四
八
巻
の
う
ち
第
四
五
巻
ま
で
は
作
者
の
分
類
ご
と
の
目
録
と

な
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
狩
野
派
の
立
場
か
ら
の
書
画
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

作
者
の
分
類
は
帝
室
、
廷
臣
、
柳
営
・
武
家
、
釈
門
、
詩
歌
・
連
俳
・
茶
香
・
雑
、

上
古
以
来
近
世
に
至
る
ま
で
の
名
画
の
作
者
、
各
流
派
（
浮
世
絵
、
巨
勢
家
、
土

佐
家
、
住
吉
家
、
光
悦
流
、
狩
野
派
、
英
流
、
宮
殿
筆
者
）
で
あ
る
。【
表
2
】

に
福
岡
藩
真
宗
寺
院
に
お
け
る
『
古
画
備
考
』
所
載
作
者
に
よ
る
作
品
の
所
蔵
状

況
を
ま
と
め
た（

9
）。

福
岡
藩
真
宗
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
作
品
の
作
者
で
、『
古
画
備
考
』
採
録
さ
れ

る
画
家
は
一
八
名
で
あ
る
。
彼
ら
を
作
者
の
分
類
ご
と
に
ま
と
め
る
と
以
下
①
〜

④
の
よ
う
に
な
る
。

①
柳
営
・
武
家

武
家
に
分
類
さ
れ
る
作
者
で
福
岡
藩
真
宗
寺
院
に
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の

三
一



所蔵先

萬行寺

妙徳寺

萬行寺

西光寺

萬行寺

萬行寺

妙徳寺

品照寺

萬行寺

萬行寺

浄福寺

浄福寺

妙徳寺

浄満寺

品照寺

浄圓寺

浄圓寺

西光寺

長教寺

品照寺

浄福寺

妙徳寺

浄満寺

萬行寺

萬行寺

萬行寺

萬行寺

萬行寺

浄満寺

萬行寺

萬行寺

浄満寺

作品（報告書作品番号）

花鶏図・竹鶏図（福絵23‐1・2）

墨跡（写ヵ）（Ⅴ美工194）

顕如書状（福古文書1）

墨蘭図（Ⅲ220）、富士図（Ⅲ221）

二行書（福書40）

墨画貼交図（蟹図・山水図）（絵11）【図1】

墨書「一瓢領」（Ⅴ142）

達磨図（品書画71）

無量寿経曼荼羅図（版本）（福絵56）

蝶に菜花図（福絵30）

和歌墨書及び蘆月図（Ⅳ48）

墨竹図扇面（Ⅳ74）

亀図（Ⅴ109）

墨梅図2幅、墨竹図、墨蘭図扇面、書画貼
交屏風（未刊）

玉川絵図（版本）（品書画231）

貼交屏風（Ⅱ100）

山号額「雲霖山」（Ⅱ106）

寒山拾得図（Ⅲ218）

寺号額「長教精舎」（Ⅲ290）

墨跡「思斎」、送別図、一行書「仏会是」、
牛図（品書画21、201、202、203）

如意輪観音図（Ⅳ30）

尾上心七早替図（Ⅴ59）、鍾馗図（Ⅴ60）、
墨菊図（Ⅴ61）

書画貼交屏風（未刊）

雲龍図（福絵17）

山水図（福絵21）

昇り鯉・降り鯉図（福絵36‐1・2）

梅に鳩図・東坡風水洞図屏風（福絵43）【図
2】

雲龍図（福絵18）

十二支図絵巻（未刊）

猫鼠之図（福絵40）【図3】

正演上人像（福絵32）【図4】

松鶴図襖（未刊）【図5】

分類

巻第5柳営・武家2

巻第8釈門2

巻第10釈門4

なし

巻第11釈門5

巻第11釈門5

巻第12詩歌・連俳・茶
香・雑

巻第26名画14

巻第26名画14

巻第29近世1

巻第29近世1

巻第30近世2

巻第30近世2

巻第30近世2

巻第36狩野譜中橋1

巻第37狩野譜鍛冶橋2

巻第38狩野譜木挽町3

巻第40狩野門人譜1

巻第40狩野門人譜1

巻第42狩野門人譜3に
3代友元守房

巻第42狩野門人譜3

巻第42狩野門人譜3に
衣笠初代半助守重

作者名

筑前侍従綱政朝臣

梵仙竺仙禅師

顕如上人

本如上人

大含

鉄翁

賴山陽

馬渡高雲

高田敬圃

月渓呉春

松村景文

少琴女

長谷川雪堤

仙厓和尚

狩野永真安信

狩野探幽斎守信

狩野栄信

狩野重信

狩野洞琳由信

尾形守俊

上田代六主親（主治）

上田永調

衣笠守是

No.

1

2

3

参1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

参2

19

参3

参4

【表2】福岡藩真宗寺院所蔵の『古画備考』所載作者による作品一覧
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は
第
三
代
藩
主
綱
政
が
唯
一
で
あ
る
。
綱
政
は
狩
野
永
真
安
信
に
絵
を
学
び
、
自

筆
の
絵
を
含
む
多
く
の
作
品
を
国
内
の
神
社
に
寄
進
す
る
な
ど
し
た
絵
画
を
愛
好

し
た
藩
主
で
あ
る
が
、「
花
鶏
図
・
竹
鶏
図
」（
表
2－

1
）
は
絹
本
着
色
の
本
格

的
な
花
鳥
図
で
あ
る（
10
）。

②
釈
門

釈
門
に
分
類
さ
れ
る
作
者
は
四
人
。
梵
仙
竺
仙（
表
2－

2
）、
本
願
寺
門
主
・

顕
如
上
人
（
表
2－

3
）、
豊
後
国
の
東
本
願
寺
派
満
徳
寺
の
僧
侶
・
大
含
（
表

2－

4
）、
長
崎
の
春
徳
寺
の
僧
侶
・
鉄
翁
（
表
2－

5
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

大
含
は
雲
華
と
号
し
、
頼
山
陽
や
田
能
村
竹
田
と
交
友
が
あ
っ
た
人
物（
11
）、

鉄
翁
は

門
人
・
煌
園
の
筆
録
に
よ
る
『
鉄
翁
画
談
』
か
ら
そ
の
絵
画
観
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
人
物
で
あ
る（
12
）。

鉄
翁
の
作
品
「
墨
画
貼
交
図
（
蟹
図
・
山
水
図
）」【
図
1（
13
）】

の
繊
細
な
山
岳
描
写
は
、『
古
画
備
考
』
の
「
秀
逸
膏
潤
」
と
い
う
評
価
に
相
応

し
い
。

③
詩
歌
、
名
画
、
近
世

賴
山
陽
（
表
2－

6
）、
高
田
敬
圃
（
表
2－

8
）、
月
渓
呉
春
（
表
2－
9
）、

松
村
景
文
（
表
2－

10
）
な
ど
関
西
の
画
家
の
作
品
が
各
一
点
確
認
さ
れ
る
。
筑

前
の
画
家
で
あ
る
少
琴
女
（
表
2－

11
）、
仙
厓
（
表
2－

13
）
の
作
品
が
、
そ

れ
ぞ
れ
七
点
（
三
ケ
寺
）、
一
三
点
（
七
ケ
寺
）
に
確
認
さ
れ
、
幅
広
く
精
力
的

な
活
動
が
う
か
が
え
る
。

④
狩
野
派
と
そ
の
門
人

狩
野
派
奥
絵
師
の
三
人
・
永
真
安
信
（
表
2－

14
）、
探
幽
（
表
2－

15
）、
栄

信
（
表
2－

16
）
と
、
狩
野
派
門
人
の
絵
師
三
人
・
重
信
（
表
2－

17
）、
洞
琳

由
信
（
表
2－

18
）、
上
田
主
親
（
表
2－

19
）
の
落
款
を
持
つ
作
品
が
確
認
さ

れ
る
。
と
く
に
重
信
の
「
梅
に
鳩
・
東
坡
風
水
洞
図
屏
風
」（
福
岡
市
指
定
文
化

財
）（
表
2－

17
）【
図
2（
14
）】

は
新
出
の
代
表
的
作
品
と
し
て
着
目
さ
れ
る
。

狩
野
派
の
流
れ
を
く
む
福
岡
藩
の
御
抱
え
絵
師
・
上
田
家
の
作
品
と
し
て
、
上

田
主
親
（
主
治
）
筆
「
猫
鼠
之
図
」（
表
2－

19
）【
図
3（
15
）】、『
古
画
備
考
』
に
は

載
ら
な
い
が
、
主
親
の
子
。
永
調
筆
「
正
演
上
人
像
」（
表
2－

参
3
）【
図
4（
16
）】

が
あ
る
。
前
者
は
萬
行
寺
で
実
際
に
あ
っ
た
猫
と
鼠
の
事
件
を
描
く
絵
巻
、
後
者

は
萬
行
寺
第
一
五
代
住
職
の
肖
像
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
藩
の
御
抱
え
絵
師
の
衣

笠
家
『
古
画
備
考
』
に
は
初
代
守
重
が
採
録
の
第
七
代
守
是
に
よ
る
浄
満
寺
襖
絵

「
松
鶴
図
」（
表
2－

参
4
）【
図
5（
17
）】

が
あ
る
。
藩
の
御
抱
え
絵
師
が
、
真
宗
寺

院
の
注
文
を
受
け
て
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
狩
野
派
奥
絵
師
や
門
人
を
は
じ
め
、
狩
野
派
の
流
れ
を
く
む

藩
の
御
抱
え
絵
師
の
作
品
が
複
数
伝
わ
り
、
そ
れ
ら
が
触
頭
寺
院
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
幕
府
の
庇
護
の
も
と
全
国
に
広
が
っ
て
い
た
狩
野
派
が
福
岡
藩
に

も
組
織
的
に
展
開
し
、
触
頭
寺
院
を
中
心
に
作
品
の
受
容
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
寺
院
が
御
抱
え
絵
師
に
制
作
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

⑵
『
筑
前
名
家
人
物
志
』
所
載
の
書
画
作
者

『
筑
前
名
家
人
物
志
』
は
、
森
三
狂
堂
政
太
郎
が
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）

年
に
、「
我
北
筑
に
お
け
る
碩
学
鴻
儒
、
及
び
詩
文
・
書
画
・
詠
歌
を
以
て
其
の

名
を
知
ら
る
る
者
、
元
禄
よ
り
慶
応
年
間
に
至
る
大
家
の
姓
名
・
通
称
・
号
等
を

詳
記
し
、
同
好
の
士
参
考
の
一
助
に
せ
ん
」
と
ま
と
め
た
伝
記
集
で
あ
り
、
黒
田

二
十
五
騎
、
孝
子
貞
婦
順
民
九
名
、
儒
家
七
一
名
、
書
家
二
一
名
、
画
家
一
〇
六

三
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名
、
国
学
者
并
歌
人
一
七
八
名
、
俳
諧
并
狂
歌
師
七
名
、
釈
士
一
二
名
、
雑
部
二

八
名
、
筑
前
勤
王
志
士
四
六
名
の
伝
記
が
列
挙
さ
れ
る
。【
表
3
】
に
福
岡
藩
真

宗
寺
院
に
お
け
る
『
筑
前
名
家
人
物
志
』
所
載
作
者
に
よ
る
作
品
の
所
蔵
状
況
を

ま
と
め
た
。

福
岡
藩
真
宗
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
作
品
に
お
け
る
『
筑
前
名
家
人
物
志
』
所
載

作
者
は
二
三
名
（
そ
の
内
『
古
画
備
考
』
掲
載
者
は
○
印
を
つ
け
た
四
名
）
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
八
名
が
儒
者
で
最
多
、
七
名
が
画
家
、
二
名
が
書
家
、
一
名
が
国

学
者
、
三
名
が
釈
門
で
あ
る
。
以
下
分
類
ご
と
に
概
観
し
よ
う
。

①
儒
者

儒
者
で
は
、
貝
原
益
軒
の
妻
東
軒
（
表
3－

1
）、
益
軒
の
弟
子
末
永
虚
舟
（
表

3－

2
）
の
以
外
は
、
福
岡
藩
西
学
問
所
・
甘
棠
館
の
祭
酒
で
あ
っ
た
亀
井
南
冥

（
表
3－

3
）の
流
れ
を
く
む
儒
者
の
作
品
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。南
冥
の
息
子
・

昭
陽
（
表
3－

4
）、
そ
の
娘
・
少
琴
（
表
3－

5
）
と
夫
・
雷
首
（
表
3－

6
）、

南
冥
の
弟
子
・
原
古
処
（
表
3－

7
）
と
山
口
白
賁
（
表
3－
8
）、『
筑
前
名
家

人
物
志
』
所
載
外
で
は
南
冥
・
昭
陽
に
学
び
日
田
咸
宜
園
を
開
い
た
広
瀬
淡
窓
の

弟
・
広
瀬
旭
荘
（
表
3－

参
3
）、
山
崎
普
山
（
表
3－

2
）、
佐
賀
藩
の
草
場
佩

川
（
表
3－

参
1
）、
江
戸
の
太
田
南
畝
（
表
3－

参
4
）
の
作
品
が
見
ら
れ
る
。

亀
井
南
冥
は
、
筆
才
を
交
流
し
た（
18
）朝

鮮
通
信
使
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
、
草
書
の
作

品
が
多
く
伝
わ
る
が
、
浄
満
寺
住
職
の
肖
像
画
へ
の
着
賛
は
端
正
な
楷
書
に
よ
る

（
表
3－

3
）【
図
5（
19
）】。『

筑
前
名
家
人
物
志
』
で
は
、
昭
陽
は
「
古
文
辞
ヲ
善

ク
ス
」、
少
琴
は
「
詩
文
書
画
ニ
巧
ミ
」、
雷
首
は
「
詩
文
書
ヲ
能
ス
」、「
南
冥
高

足
門
弟
詩
文
書
ヲ
能
ク
ス
」と
評
さ
れ
、
一
族
共
に
詩
書
画
を
能
く
し
た
。
門
人
・

山
口
白
賁
が
描
い
た
「
亀
井
一
家
集
合
図
」（
表
3－

8
）【
図
6（
20
）】
は
、
南
冥
ら

し
き
老
人
を
中
心
に
酒
を
酌
み
交
わ
す
一
族
の
様
子
を
賛
と
共
に
淡
墨
で
描
く

ユ
ー
モ
ア
に
と
ん
だ
作
品
で
あ
る
。

②
書
家
、
画
家
、
国
学
者
并
歌
人

書
家
で
は
二
川
相
近
（
表
3－

9
）
と
上
村
米
山
（
表
3－

10
）、
国
学
者
并

歌
人
と
し
て
二
川
相
近
に
師
事
し
た
大
隈
言
道
（
表
3－

20
）
の
作
品
が
あ
る
。

画
家
の
筆
頭
に
藩
主
黒
田
綱
政
（
表
3－

13
）、
続
い
て
藩
御
抱
え
絵
師
の
尾
形

家
守
俊
（
表
3－

14
）、
衣
笠
守
是
（
表
3－

15
）、
上
田
主
親
（
表
3－

16
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
他
に
博
多
の
村
田
東
圃（
表
3－

17
）、
斎
藤
秋
圃（
表
3－

18
）、

太
宰
府
の
吉
嗣
拝
山
（
表
3－

19
）、
萱
嶋
秀
山
の
子
秀
峰
（
表
3－

参
6
）
の

作
品
が
確
認
で
き
る
。
作
品
は
な
い
が
、
文
人
画
論
『
鉄
翁
画
談
』
の
著
者
・
耕

園
（
煌
園
）
の
名
が
み
え
る
。『
筑
前
名
家
人
物
志
』
で
は
、
狩
野
派
門
弟
の
流

れ
を
く
む
福
岡
藩
の
御
抱
え
絵
師
、
博
多
や
太
宰
府
の
絵
師
な
ど
画
家
名
が
、
具

体
的
な
住
処
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

③
釈
門

釈
門
で
は
禅
宗
の
仙
厓
、
真
言
宗
の
曇
栄
、
真
宗
の
宝
雲
の
三
人
が
挙
げ
ら
れ

る
。『
筑
前
名
家
人
物
志
』
所
載
の
儒
者
が
八
人
を
数
え
た
の
に
対
し
半
数
に
満

た
な
い
。
仙
厓
に
は
、
浄
圓
寺
・
長
教
寺
・
品
照
寺
の
額
字
（
表
2－

13
）、
曇

栄
に
は
妙
徳
寺
の
山
号
額
の
下
書
き
（
表
3－

22
）
が
あ
り
、
真
宗
寺
院
が
祐
筆

の
禅
僧
に
揮
毫
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
く
に
浄
圓
寺
は
、
仙
厓

と
宝
雲
だ
け
で
な
く
以
下
で
検
討
を
加
え
る
真
宗
の
学
僧
・
僧
樸
や
南
渓
ら
に
よ

る
貼
交
屏
風（
表
3－

23
）を
所
蔵
す
る
他
、
本
堂
天
井
画
が
斎
藤
秋
圃
作（
伝
）

（
表
3－
18
）、
杉
戸
絵
は
小
倉
の
絵
師
石
南
園
の
作
で
、
儒
・
仏
・
画
家
取
り

交
ぜ
た
地
方
文
人
の
書
画
活
動
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
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所蔵先

妙徳寺

品照寺

浄福寺

浄満寺

光善寺

妙徳寺

妙徳寺

浄満寺

品照寺

浄満寺

萬行寺

西光寺

浄福寺

浄福寺

浄福寺

妙徳寺

萬行寺

浄満寺

浄満寺

萬行寺

萬行寺

浄圓寺

品照寺

－

西光寺

品照寺

妙徳寺

萬行寺

長明寺

浄福寺

妙徳寺

長源寺

西光寺

浄圓寺

浄福寺

萬行寺

作品

書「復禮」（Ⅴ135）

七言絶句（品200）

二行書（Ⅳ70）

寺号額「浄満寺」、レイ順像（着賛）（未刊）【図6】

寺号額墨書「光善精舎」（未刊）

二行書「漱風着松」（Ⅴ136）

※【表2－11】参照

四行書「是色芙蓉」（Ⅴ140）

書画貼交屏風（未刊）

墨跡貼交（品18）

亀井一家集合図（未刊）【図7】

墨竹図（福絵26）

西光寺開基由来書（Ⅲ243）

二行書（Ⅳ32）

二行書（Ⅳ33）

三行書（Ⅳ書画38・49）

二行書（Ⅴ184）

花鶏図・竹鶏図（福絵23）

十二支図絵巻（未刊）

松鶴図襖（未刊）【図5】

猫鼠之図（福絵40）【図3】

蓮華図並びに賛（福絵27）

天上画（伝）（Ⅱ101）

竹に亀図、松に鶴図（品204・205）

『鉄翁画談』（1883年）

墨画（鼓山と共作）（Ⅲ219）

山水図（品24）

墨書「階前千里」（Ⅴ138）

老松図襖（福絵89）

孔雀図襖（Ⅲ271）

桐の葉拓本並びに和歌墨書（Ⅳ54）

【表2－13】参照

山号書「隆光山」（Ⅴ146）

墨跡13幅（Ⅱ71～83、

三行書「前水後山」（Ⅲ238）

貼交屏風（Ⅱ100）

五行書（Ⅳ23）

墨跡3幅（福書16・21・79）

分類

儒6

儒15

儒41

儒42

儒46

儒47

儒48

儒52

‐

‐

‐

‐

書9

書13

画1

画7

画30

画58

画63

画67

画85

画87

画102に萱嶋
秀山

国歌15

釈6

釈7

釈12

作者名

貝原東軒

末永虚舟

亀井南冥

亀井昭陽

亀井少琴○

亀井雷首

原古処

山口白賁

草場佩川

山崎普山

広瀬旭荘

太田南畝

二川相近

上村米山

黒田綱政○

尾形守俊

衣笠守是

上田主親○

村田東圃

斎藤秋圃

耕園（煌園）

吉嗣拝山

萱嶋秀峰

大隈言道

仙厓○

曇栄

宝雲

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

参1

参2

参3

参4

9

10

13

14

15

16

17

18

参5

19

参6

20

21

22

23

※『古画備考』の所載作者に○をつけた

【表3】福岡藩真宗寺院所蔵の『筑前名家人物志』所載作者による作品一覧
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⑶
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
所
載
の
書
画
作
者

『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
は
、
寛
永
一
五
（
一
六
三
〇
）
年
の
本
願
寺
の
学
林

創
建
期
以
降
の
学
僧
の
列
伝
で
あ
る
。
本
書
所
載
の
書
画
作
者
の
う
ち
、
福
岡
藩

真
宗
寺
院
に
作
品
が
所
蔵
さ
れ
る
人
物
の
ほ
か
、
参
考
と
な
る
人
物
を
含
め
、
①

学
僧
と
②
画
僧
に
分
け
て
【
表
4
】
に
ま
と
め
た
。

①
学
僧

本
願
寺
の
勧
学
（
真
宗
の
学
階
の
最
高
位
）
を
務
め
た
学
僧
（
表
4－

1
、

2
、3
、4
、7
、8
、9
）
が
書
跡
を
多
く
残
し
て
い
る
。
中
で
も
萬
行
寺
の
曇
龍

（
表
4－

7
）と
長
源
寺
住
職
の
宝
雲（
表
4－

9
）に
関
係
す
る
作
品
が
多
い
。

②
画
僧

福
岡
藩
真
宗
寺
院
所
蔵
作
品
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
参
考
の
た
め
『
真
宗

本
派
画
僧
逸
伝
』
や
そ
の
ほ
か
の
資
料
か
ら
画
僧
ま
た
は
絵
画
に
携
わ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
僧
侶
を
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
『
真
宗
本
派
画
僧
逸
伝
』
で
「
画
僧
」

と
評
さ
れ
て
い
る
真
宗
僧
・
雲
室
（
一
七
五
二－

一
八
二
七
）（
表
4－

参
1
）

が
い
る
。
雲
室
は
、
信
濃
光
蓮
寺
に
生
ま
れ
た
が
、
絵
を
好
み
、
諸
方
に
遊
学
の

後
、
江
戸
光
明
寺
に
住
し
た
真
宗
僧
で
あ
る
。
画
を
谷
文
晁
に
学
び
、
小
不
朽
社

と
い
う
詩
画
の
会
を
営
み
、
随
筆
『
雲
室
随
筆（
21
）』

を
記
し
て
い
る
（
後
述
）。
潮

音
（
表
4－

参
2
）
は
江
戸
西
教
寺
の
第
八
代
住
持
で
、
幅
広
い
学
問
的
交
流
の

内
実
が
西
教
寺
所
蔵
資
料
か
ら
解
明
さ
れ
て
い
る
。
画
事
と
し
て
は
、
江
戸
時
代

後
期
以
降
に
流
行
し
た
五
種
生
死
輪
図
の
版
木
を
製
作
し
て
い
る（
22
）。

真
宗
大
谷
派
の
画
僧
と
し
て
、
豊
前
専
念
寺
の
住
職
平
野
五
岳
（
表
4－

参

3
）、
そ
し
て
『
古
画
備
考
』
所
載
の
豊
後
満
徳
寺
の
大
含
（
表
4－

参
4
）
が

い
る
。
浄
福
寺
・
萬
行
寺
・
妙
徳
寺
に
は
彼
ら
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
真
宗
寺
院
の
中
か
ら
画
僧
や
絵
を
た
し
な
む
僧
侶
が
生
ま
れ
て
い
た
こ

と
は
着
目
さ
れ
る
。

四
、
北
部
九
州
の
地
方
文
化
形
成
に
お
け
る
真
宗
寺
院

福
岡
藩
真
宗
寺
院
所
蔵
書
画
の
作
者
の
傾
向
に
つ
い
て
諸
伝
記
類
を
検
索
し
、

考
察
を
加
え
た
結
果
、
当
地
に
お
け
る
近
世
地
方
文
化
形
成
に
お
い
て
真
宗
寺
院

の
果
た
し
た
役
割
を
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

⑴

受
容
者
と
し
て
の
役
割

狩
野
派
の
奥
絵
師
の
作
品
か
ら
そ
の
流
れ
を
く
む
藩
の
御
抱
え
絵
師
の
作
品
ま

で
、
各
分
類
・
各
階
層
の
作
者
の
作
品
群
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
宗

寺
院
は
、
狩
野
派
を
中
心
と
す
る
絵
画
観
を
地
方
に
知
ら
し
め
る
場
と
し
て
の
機

能
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
く
に
奥
絵
師
の
落
款
印
章
を
持
つ
作
品

や
、
藩
主
の
作
品
、
狩
野
派
の
初
期
作
品
で
あ
る
重
信
の
屏
風
（
萬
行
寺
所
蔵
）

【
図
2
】
や
、
無
記
名
な
が
ら
九
相
図
絵
巻
（
西
光
寺
所
蔵
）、
仙
人
図
（
萬
行

寺
所
蔵
）【
図
8（
23
）】

な
ど
の
本
格
的
な
画
技
に
よ
る
着
色
画
の
大
作
が
触
頭
を
は

じ
め
と
す
る
有
力
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
絵
画
受
容
の
背
景
に
真

宗
寺
院
と
藩
政
と
の
関
係
が
う
か
が
え
よ
う（
24
）。

ま
た
福
岡
藩
を
は
じ
め
と
す
る
全

国
の
儒
者
や
学
僧
な
ど
に
よ
る
作
品
が
多
く
、
真
宗
寺
院
が
彼
ら
の
作
品
の
受
容

や
制
作
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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所蔵先

浄福寺

浄福寺

品照寺

妙徳寺

浄福寺

妙徳寺

浄圓寺

品照寺

萬行寺

品照寺

浄圓寺

善照寺

品照寺

－

－

浄福寺

妙徳寺

萬行寺

萬行寺

作品など

四行書Ⅳ65

二行書、墨書貼交（Ⅳ24、102）

墨書「白蓮社」ほか4幅（品18、23、211、
251）

一行書（Ⅴ147）

書跡3幅（Ⅳ26、58）、1枚（Ⅳ90）

墨菊図扇面（Ⅴ95）、書画帖（Ⅴ100・101）

貼交屏風（Ⅱ100）

墨跡「随嘉」、「李白詩」、「右寄呈」（品16、
222、224）

墨跡4幅（福書3、19、22、23）、古梅図（福
絵20）、広如上人筆院号・消息（福皮5、書
31・82）ほか。

一行書（品8）、曇龍ショウ（品223）

【表3‐23】参照

貼交屏風（Ⅱ100）

額字（Ⅱ125）

宗祖六百回忌訓導書（品22）

※『雲室随筆』

※五種生死輪図の出版

青桐図並びに賛（Ⅳ57）

竹菊図、山水図扇面、四行書（Ⅴ87、89、139）

奇石水仙図（福絵12）

二行書（福書40）

内容

勧学・豊前派

勧学・豊前長久寺

勧学・筑前正蓮寺→
大阪専念寺

勧学・豊前照雲寺

京都宏山寺

筑前派の祖・真宗
律・甘木教法寺

勧学・龍華学派の
祖・豊前超覚寺→博
多萬行寺

勧学・筑前長源寺

勧学・豊後満福寺

画僧・江戸光明寺

江戸西教寺

大谷派・豊前専念寺

大谷派・豊後満徳寺

作者

円月（1818－1902）

慶忍（1816‐1883）

玄雄（1804－1881）

善海（1855‐1923）

僧樸（1719－1762）

大同（1782）

曇龍（1769－1841）

宝雲（1791‐1847）

南渓（1790‐1873）

雲室（1757－1827）

潮音（1783‐1836）

平 野 五 岳（1809‐
1863）

大含（1773‐1850）

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

参1

参2

参3

参4

【表4】福岡藩下真宗寺院所蔵の『真宗本派学僧逸伝』所載作者による作品一覧
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⑵

発
注
者
と
し
て
の
役
割

尾
形
守
是
筆
「
松
鶴
図
襖
」（
浄
満
寺
所
蔵
）【
図
5
】、
萱
嶋
秀
峰
筆
「
孔
雀

図
襖
」（
長
明
寺
所
蔵
）、「
老
松
図
襖
」（
萬
行
寺
所
蔵
）
な
ど
、
真
宗
寺
院
の
荘

厳
画
制
作
を
藩
の
御
抱
え
絵
師
や
町
絵
師
が
手
掛
け
て
い
る
。
ま
た
上
田
永
調
筆

「
正
演
上
人
像
」（
萬
行
寺
所
蔵
）【
図
4
】、
亀
井
南
冥
着
賛
「
刢
順
像
」（
浄
満

寺
所
蔵
）【
図
6
】、
高
橋
源
吉
筆
「
悦
雲
像
」（
浄
福
寺
所
蔵（
25
））

な
ど
、
真
宗
寺

院
の
住
職
の
肖
像
画
制
作
に
、
御
抱
え
絵
師
か
ら
洋
画
家
に
い
た
る
絵
師
や
藩
儒

が
関
わ
っ
て
い
る
。さ
ら
に
上
田
主
親
筆「
猫
鼠
絵
巻
」（
萬
行
寺
所
蔵
）【
図
3
】

な
ど
の
鑑
賞
画
の
絵
巻
を
発
注
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
真
宗
寺
院
は
、
絵
師
や

文
人
た
ち
に
対
す
る
書
画
の
発
注
者
と
し
て
の
役
割
を
し
ば
し
ば
担
っ
て
い
た
。

⑶

作
者
の
ゆ
り
か
ご
と
し
て
の
役
割

真
宗
寺
院
か
ら
絵
を
た
し
な
む
僧
侶
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
先
に
指
摘
し

た
。
こ
こ
で
は
三
人
の
真
宗
僧
侶
と
門
徒
を
例
に
と
り
あ
げ
、
そ
の
活
動
や
書
画

観
に
つ
い
て
、
著
作
や
作
品
か
ら
検
討
を
加
え
る
。

①
雲
室
（
一
七
五
二－

一
八
二
七
）

（
Ａ
）雲
室
著
『
雲
室
随
筆
』（
注
21
前
掲
書
八
五
頁
）

「
予
東
西
南
北
飄
然
た
る
故
、
人
予
が
居
所
も
さ
だ
め
ず
諸
名
流
の
間
を

遊
び
け
る
故
、
雲
の
如
く
無
心
な
り
と
笑
け
る
故
、
自
雲
室
と
号
し
。」

（
Ｂ
）同
（
同
八
六
頁
）

「（
鶴
鳴
市
川
匡
と
い
う
先
生
か
ら
）
何
の
為
に
京
都
へ
行
る
ゝ
ぞ
と
訪

し
故
、
学
問
の
為
な
り
と
答
え
け
れ
ば
、
先
生
被
申
は
、
そ
れ
は
学
問

に
托
し
て
遊
び
歩
く
と
い
ふ
も
の
な
り
。
今
日
迄
故
郷
を
出
て
数
日
の

間
遊
ば
れ
し
咄
な
る
が
、
其
う
ち
学
問
出
来
候
哉
、
一
も
益
は
有
間
敷

な
り
。
方
今
天
下
泰
平
の
世
な
れ
ば
、
一
生
遊
び
あ
る
き
て
も
遊
び
に

は
事
は
か
ゝ
ぬ
世
の
中
な
り
。
短
き
命
を
持
て
何
の
時
か
此
損
を
取
り

か
へ
さ
る
ゝ
ぞ
」

雲
室
は
生
ま
れ
た
信
濃
光
蓮
寺
か
ら
出
て
「
諸
名
流
」
を
訪
ね
て
「
東
西
南
北

飄
然
」し
な
が
ら
学
ん
で
い
た（
Ａ
）。
あ
る
時
、
市
川
匡
先
生
か
ら
言
わ
れ
た「
一

生
遊
び
歩
い
て
も
有
益
な
学
問
は
で
き
な
い
」
の
一
言
を
肝
に
銘
じ（
Ｂ
）、
一
旦

は
本
山
学
寮
で
勤
学
し
、
後
に
江
戸
の
光
明
寺
住
持
と
な
っ
た
。
雲
室
の
基
本
姿

勢
は
「
学
問
に
托
し
て
遊
び
あ
る
」
き
、「
風
流
の
僻
あ
る
書
画
家
の
交
」
を
結

ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

②
煌
園
（
一
八
二
七－

一
八
九
八
）

（
Ｃ
）煌
園
著
『
鉄
翁
禅
師
画
談
』（
注
12
前
掲
書
三
頁
）

「
予
ガ
家
祖
先
以
来
内
国
諸
州
ヲ
回
歴
シ
、
西
肥
産
ノ
陶
器
ヲ
鬻
グ
ヲ
以

テ
業
ト
ナ
ス
。
予
ヤ
幼
ニ
シ
テ
好
画
ノ
癖
ア
リ
。
先
考
甞
テ
予
ヲ
諭
シ

テ
曰
ク
、
汝
必
ラ
ズ
我
ガ
家
業
ヲ
継
承
シ
テ
懈
怠
ス
ル
コ
ト
勿
レ
、
盖

シ
業
ヲ
励
マ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
、
執
着
嗜
欲
ノ
念
ヲ
断
タ
ザ
ル
可
カ
ラ

ズ
。
汝
資
性
好
画
ノ
癖
ア
リ
、
今
ニ
シ
テ
其
癖
ヲ
矯
正
セ
ズ
ン
バ
、
恐

ク
ハ
我
ガ
産
業
ヲ
墜
サ
ン
。（
中
略
）
予
深
ク
其
命
ヲ
服
膺
シ
テ
、
時

ニ
家
業
ノ
余
暇
ヲ
待
チ
、
墨
跡
ヲ
四
方
ニ
索
メ
テ
、（
中
略
）
諸
大
家

ヲ
訪
問
シ
、
到
ル
所
交
誼
ヲ
篤
フ
シ
テ
、
互
ヒ
ニ
属
托
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

モ
亦
少
シ
ト
セ
ズ
。
西
ニ
求
ム
ル
ノ
書
画
ハ
東
ニ
伝
へ
、
東
ニ
得
ル
所

ノ
者
ハ
西
ニ
携
へ
、
諸
家
ノ
清
賞
高
論
ヲ
聞
テ
以
テ
一
楽
ト
ナ
ス
。」

（
Ｄ
）（
同
一
一
頁
）
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「
禅
師
、
曽
テ
予
ニ
示
シ
テ
曰
ク
、
我
レ
毎
ニ
子
ガ
性
情
ヲ
察
ス
ル
ニ
、

頗
ブ
ル
仏
教
ヲ
信
ズ
ル
念
ア
ル
者
ノ
如
シ
。
我
レ
窃
カ
ニ
之
ヲ
嘉
ミ

ス
。
抑
モ
仏
教
ヲ
信
ズ
ル
者
ハ
慚
愧
ノ
心
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
若
シ
夫

レ
慚
愧
ノ
心
ナ
キ
者
ハ
仏
意
ニ
適
ハ
ズ
。
慚
愧
ト
ハ
吾
心
身
ヲ
以
テ
天

ニ
愧
ヂ
、
地
ニ
愧
ル
ノ
思
ア
ル
ヲ
云
フ
ナ
リ
。
書
画
ノ
々
道
ニ
於
テ
、

尤
モ
此
心
ヲ
欠
ク
可
カ
ラ
ズ
。」

（
Ｅ
）（
同
一
四
頁
）

「
又
曰
ク
、
古
人
云
ハ
ズ
ヤ
、
先
入
主
ト
ナ
ル
ト
。
画
ヲ
学
ブ
者
モ
亦
其

初
メ
ニ
若
シ
当
リ
、
必
ズ
善
良
ナ
ル
正
師
ノ
筆
跡
ヲ
学
バ
ザ
ル
可
カ
ラ

ズ
。」

筑
前
芦
屋
の
陶
器
商
人
・
倉
野
煌
園
は
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
、「
好
画
の
癖
」

を
矯
正
す
る
よ
う
父
か
ら
た
し
な
め
ら
れ
、
余
暇
に
「
墨
跡
を
四
方
に
索
め
て
、

（
中
略
）
諸
大
家
を
訪
問
し
」（
Ｃ
）、
長
崎
の
文
人
の
三
大
家
の
一
人
・
鉄
翁
に

師
事
し
、
後
に
師
の
語
っ
た
と
こ
ろ
を
『
鉄
翁
画
談
』
に
ま
と
め
た
。
煌
園
は
鉄

翁
か
ら
「
仏
教
を
信
ず
る
者
」
の
「
慚
愧
の
心
」
は
「
書
画
の
道
」
に
欠
か
せ
な

い
も
の
だ
と
し
て
、
そ
の
仏
教
信
仰
を
評
価
さ
れ（
Ｄ
）、
絵
を
学
ぶ
に
は
「
必
ず

善
良
な
る
正
師
の
筆
跡
を
学
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
教
え
を
う
け
た（
Ｅ
）。

煌
園
は
、
菩
提
寺
の
浄
土
真
宗
安
楽
寺
（
遠
賀
郡
芦
屋
町
）
に
鉄
眠
版
一
切
経

を
経
蔵
（
福
岡
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）
と
共
に
寄
付
す
る
ほ
ど
の
篤
信
家
で

あ
り
、
彼
の
妹
は
真
宗
の
寺
に
嫁
し
て
い
る
。
煌
園
の
師
・
鉄
翁
の
絵
画
観
は
端

的
に
文
人
的
な
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
煌
園
は
そ
の
よ
う
な
師
の
教
え
に
忠

実
に
従
い
、
信
仰
心
に
篤
い
商
人
と
し
て
の
幅
広
い
活
動
領
域
で
文
人
を
訪
問
し

て
交
友
を
結
び
、「
諸
家
の
清
賞
高
論
を
聞
て
以
て
一
楽
と
な
す
」（
Ｃ
）
と
い
う

よ
う
に
切
磋
琢
磨
し
て
画
を
学
ん
だ
真
宗
門
徒
で
あ
る
。

③
覚
円
（
？－

一
八
三
八－

一
八
五
八－

？
）

品
照
寺
の
僧
・
覚
円
は
、
三
奈
木
品
照
寺
第
一
〇
世
の
大
音
の
子
で
、
住
職
を

継
が
ず
、
生
涯
を
学
問
に
費
や
し
た
真
宗
僧
で
あ
る
。
先
に
検
討
を
加
え
た
諸
伝

記
類
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
無
名
の
僧
侶
で
あ
る
が
、
品
照
寺
所
蔵
資
料
か
ら

そ
の
学
問
の
足
跡
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
人
物
で
あ
る（
26
）。

（
Ｇ
）画
稿
「
団
扇
美
人
図
」【
図
9（
27
）】

（
Ｈ
）水
墨
綴
「
夢
想
図
」【
図
10（28）】

覚
円
は
、
自
坊
の
所
在
地
・
三
奈
木
、
糸
島
、
京
都
に
い
た
る
広
範
囲
を
往
来

し
て
学
び
収
書
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
秋
月
藩
の
御
抱
え
絵
師
で
あ
っ
た
斎
藤

秋
圃
作
品
や
絵
手
本
の
模
写
【
図
9
】、
ス
ケ
ッ
チ
的
な
墨
画
【
図
10
】
に
取
り

組
む
な
ど
の
絵
画
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
た
。
品
照
寺
所
蔵
作
品
に
含
ま
れ
る

画
稿
（
Ｇ
）
や
墨
画
（
Ｈ
）
の
一
部
は
覚
円
が
手
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。
覚
円
の

画
事
は
、
①
の
雲
室
の
「
諸
名�

流�

の
間
を
遊
」
ぶ
、
②
の
煌
園
の
「
諸
大�

家�

を
訪

問
」
し
、「
善
良
な
る
正�

師�

の
筆
跡
を
学
」
ぶ
と
い
う
価
値
志
向
的
姿
勢
と
は
や

や
異
な
り
、
近
隣
の
絵
師
の
作
品
や
浮
世
絵
や
版
本
を
模
写
す
る
な
ど
大
衆
的
で

は
あ
る
が
、
画
稿
か
ら
着
色
画
ま
で
幅
広
く
、
風
俗
画
的
な
主
題
が
多
く
、
遊
び

の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
品
照
寺
に
は
覚
円
の
他
に
も
、
文

政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
僧
龍
が
狩
野
永
調
の
天
人
図
を
写
し
た
画
稿
【
図
11（29）】

や
覚
円
以
外
の
作
者
の
手
に
な
る
墨
画
な
ど
も
あ
り
、
好
画
の
人
々
の
絵
の
稽
古

場
的
な
活
動
が
継
続
的
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

三
九



五
、
お
わ
り
に

福
岡
藩
に
お
け
る
真
宗
寺
院
は
、
藩
主
、
本
願
寺
門
主
、
狩
野
派
の
奥
絵
師
、

藩
の
御
抱
え
絵
師
、
町
絵
師
、
地
方
文
人
に
い
た
る
作
者
の
作
品
を
重
層
的
に
受

容
し
う
る
文
化
的
環
境
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
「
好
画
」
の
僧
侶
や
門

徒
に
よ
る
鑑
賞
や
制
作
と
い
っ
た
書
画
活
動
が
営
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
社
会
の
各

層
の
人
々
が
交
差
す
る
場
と
し
て
、
北
部
九
州
の
真
宗
寺
院
が
地
方
文
化
形
成
に

お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
特
に
そ
の
伝
播
の
面
に
お
い
て
大
き
か
っ
た
と
い
え

る
。

注（
注
1
）
小
林
忠
「
江
戸
時
代
後
期
概
説
」（
山
根
有
三
監
修
『
日
本
絵
画
史
図
典
』
福

武
書
店
、
一
九
八
七
年
）
三
六
九
頁
。

（
注
2
）
柴
田
一
雄
「
福
岡
藩
」『
藩
史
大
事
典

第
七
巻

九
州
編
』
雄
山
閣
、
一
九

八
八
年
。
以
下
福
岡
藩
に
つ
い
て
は
本
書
を
参
考
に
し
た
。

（
注
3
）
・
筑
紫
女
学
園
大
学
刊
行
の
報
告
書
は
下
記
五
冊
で
あ
る
（
報
告
書
Ⅰ
〜
Ⅴ

と
略
記
）。

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
『
西
国
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
報
告

書（
一
）〜（
三
）』
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
二
年
、
筑
紫
女
学
園
大

学
人
間
文
化
研
究
所
『
人
間
文
化
研
究
所
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
第
二
号

西
国
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
報
告
書（
四
）浄
福
寺
資
料
』二
〇
一
八
年
、

筑
紫
女
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究
所『
人
間
文
化
研
究
所
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー

ズ
第
四
号

西
国
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
報
告
書（
五
）妙
徳
寺
資
料
』

二
〇
一
九
年
。

・
本
学
以
外
の
刊
行
に
な
る
報
告
書
は
下
記
二
冊
で
あ
る（
福
、品
と
略
記
）。

福
岡
市
教
育
委
員
会
『
福
岡
市
内
寺
社
資
料
調
査
報
告
書
一

浄
土
真
宗
萬

行
寺
・
浄
土
真
宗
光
専
寺
資
料
』
二
〇
一
五
年
。

『
法
喜
山
品
照
寺
史－

品
照
寺
文
書
を
読
み
解
く－

の
あ
ゆ
み
』
品
照
寺
発

行
、
二
〇
一
八
年
。

（
注
4
）
拙
稿
「
北
部
九
州
真
宗
文
化
財
調
査
報
告－

近
世
真
宗
の
う
み
だ
し
た
文
化

的
環
境－

」『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』
第

二
三
号
、
二
〇
一
二
年
。

（
注
5
）【
表
1
】
は
八
嶋
義
之
「
近
世
後
期
福
岡
藩
に
お
け
る
寺
院
統
制－

浄
土
真
宗

西
派
を
素
材
に－

」（『
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』第
二
八
号
、
二
〇
一
七
年
）

所
収
【
表
1
】「
福
岡
藩
に
お
け
る
浄
土
真
宗
西
派
寺
院
」
を
参
考
に
作
成
し

た
。

（
注
6
）
朝
岡
興
禎
著
・
太
田
坦
増
訂
『
古
画
備
考
』
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
八
年
（
明

治
三
七
年
初
版
）。

（
注
7
）
森
政
太
郎
『
筑
前
名
家
人
物
志
』
文
研
出
版
、
昭
和
五
四
年
（
明
治
四
〇
年

初
版
）。

（
注
8
）
井
上
哲
雄
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
永
田
文
昌
堂
、
昭
和
五
四
年
。

（
注
9
）
本
稿
の
行
論
上
、
対
象
と
す
る
作
品
の
作
者
に
つ
い
て
は
作
品
に
直
接
記
さ

れ
て
い
る
落
款
印
章
や
銘
文
、
関
連
資
料
に
よ
っ
て
お
り
、
真
偽
の
判
断
は

下
し
て
い
な
い
。

（
注
10
）
小
林
法
子
『
筑
前
御
抱
え
絵
師
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
一
六
年
）
一

二－
一
七
頁

萬
行
寺
所
蔵
『
寺
記
草
稿
』
に
。

四
〇



（
注
11
）
湯
谷
祐
三
「
広
瀬
淡
窓
よ
り
見
た
る
雲
華
上
人
の
人
間
関
係
」『
名
古
屋
外
国

語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
注
12
）
前
田
淑
「『
鉄
翁
画
談
』
と
倉
野
煌
園
」、
勉
誠
社
、
一
九
八
二
年
。

（
注
13
）
墨
画
貼
交
図
（
蟹
図
・
山
水
図
）【
図
1
】
1
幅

①
蟹
図：

紙
本
墨
画

扇

面
画

掛
幅
装
、
上
弦
51
・
5
㎝

下
限
22
・
5
㎝
、
落
款
印
章
「
巳
己
仲

秋
日
／
鐡
翁
／
七
十
有
九
」「
釋
禮
明
」（
白
文
方
印
）「
銕
翁
」（
朱
文
方

印
）
②
山
水
図：

絖
本
墨
画

掛
幅
装
、
竪
51
・
4
㎝

横
43
・
8
㎝
、
引

首
印
「
覚
非
」（
朱
文
長
方
印
）
落
款
印
章
「
鐡
翁
／
時
年
七
十
有
七
」「
釋

禮
明
」（
白
文
方
印
）「
銕
翁
」（
朱
文
方
印
）、
巻
留
墨
書
「
蟹
絖
本
山
水
合

幅
第
二
号
／
鐡
翁
老
師
水
墨
扇
面
」、
鉄
翁
祖
門
、
明
治
2（
1
8
6
9
）年
、

萬
行
寺
所
蔵
。

（
注
14
）
梅
に
鳩
・
東
坡
風
水
洞
図
屏
風
【
図
2
】
六
曲
一
双

紙
本
墨
画
淡
彩
、
竪

一
五
八
・
五
㎝

横
三
五
〇
・
〇
㎝
、
印
章

両
隻
端
「
語
」（
朱
文
重
郭
長

方
印
）「
辞
」（
朱
文
円
郭
鼎
印
）、
狩
野
宗
眼
重
信
筆
、
江
戸
時
代
、
萬
行
寺

所
蔵
、
福
岡
市
指
定
文
化
財
。

黒
田
泰
三
「
狩
野
宗
眼
重
信
筆
『
梅
に
鳩
・
東
坡
風
水
洞
図
屏
風
』」
福
岡
市

教
育
委
員
会
『
福
岡
市
内
寺
社
資
料
調
査
報
告
書
一

浄
土
真
宗
萬
行
寺
資

料
・
浄
土
真
宗
光
専
門
寺
資
料
』
二
〇
一
五
年
。

（
注
15
）
猫
鼠
之
図
【
図
3
】
一
巻
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
巻
子
装
、
竪
二
六
・
二
㎝

横
六
二
六
・
三
㎝
、
上
田
主
親
（
主
治
）
筆
、
江
戸
時
代
、
萬
行
寺
所
蔵
。

萬
行
寺
所
蔵
「
寺
記
草
稿
」（
資
料
二
六
六
）
第
十
二
世
正
因
の
条
に
、
本

絵
巻
の
主
題
と
な
っ
た
出
来
事
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
朱
筆
で
「
官
ノ
画

工
櫓
門
上
田
権
六
筆
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
上
田
権
六
を
名
や
活
動

時
期
か
ら
上
田
主
親
（
主
治
）
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
16
）
正
演
上
人
像
【
図
4
】
一
幅
、
絹
本
着
色
、
掛
幅
装
、
竪
七
五
・
六
㎝

横

三
八
・
二
㎝
、
印
章
「
永
調
」（
朱
文
方
印
）「
煙
霏
雲
劔
」（
白
文
方
印
）、

上
田
永
調
筆
、
江
戸
時
代
、
萬
行
寺
所
蔵
。
注
10
小
林
法
子
前
掲
書
一
四
一

頁
参
照
。

（
注
17
）
松
鶴
図
襖
絵
【
図
5
】
八
面
、
紙
本
着
色
、
縦
一
七
五
・
三
㎝

横
六
七
・

六
㎝
、
落
款
印
章
「
華
旭
斎
翻
叟
」「
衣
」「
笠
」（
白
文
連
印
）「
家
杜
覇
堂

之
乾
」（
白
文
長
方
印
）、
衣
笠
守
是
筆
、
江
戸
時
代
、
浄
満
寺
所
蔵
。
注
10

小
林
法
子
前
掲
書
一
二
七
頁
参
照
。

（
注
18
）
河
村
敬
一
『
亀
井
南
冥
小
伝
』（
花
乱
社
、
二
〇
一
三
年
）
四
七
頁
。

（
注
19
）
刢
順
像
（
浄
満
寺
開
山
縁
起
）【
図
6
】
一
幅
、
紙
本
着
色
、
掛
幅
装
、
縦
五

九
・
〇
㎝

横
二
九
・
一
㎝
、
賛
「
甘
棠
」（
白
文
長
方
印
）「
穆
穆
順
公
種

於
古
佛
遊
仕
立
華
徒
事
軍
伐
心
夙
厭
世
辟
人
絶
物
祷
神
志
賀
断
食
七
日
天
地

応
感
徳
栄
祝
髪
嗟
蓮
生
坊
信
行
髣
髴
維
時
文
化
庚
午
夏
五
月
穀
旦
前
甘
棠
館

祭
酒
六
十
六
翁
亀
井
魯
再
拝
敬
題
」「
亀
井
／
魯
」（
白
文
方
印
）「
道
載
／

□
」（
白
文
方
印
）、
亀
井
南
冥
賛
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
、
浄
満
寺
所

蔵
。

（
注
20
）
亀
井
一
家
集
合
図
【
図
7
】
一
幅
、
紙
本
墨
画
、
掛
幅
装
、
縦
一
二
〇
・
八

㎝

横
五
五
・
八
㎝
、
賛
「
高
堂
冬
夕
舎
書
畫
認
文
人
中
有
神
俗
在
妙
音
説

談
雑
白
賁
題
」、
山
口
白
賁
（－

一
八
三
八
）、
江
戸
時
代
、
浄
満
寺
所
蔵
。

（
注
21
）『
雲
室
随
筆
』（
森
銑
三
・
北
川
博
邦
編
『
続
日
本
随
筆
集
成
一
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
九
年
）

（
注
22
）
興
津
香
織
「
西
教
寺
慧
海
潮
音－

江
戸
後
期
の
学
問
的
交
流
と
功
績
」『
印
度

四
一



学
仏
教
学
研
交
』第
五
九
巻
第
二
号
、
平
成
二
三
年
。
同「『
五
趣
生
死
輪
図
』

に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
二
巻
第
一
号
、
平
成
二
五
年
。

（
注
23
）
仙
人
図
【
図
8
】
一
幅
、
絹
本
着
色
、
掛
幅
装
、
縦
一
四
八
・
六
㎝

横
七

二
・
六
㎝
、
江
戸
時
代
、
萬
行
寺
所
蔵
。

（
注
24
）
拙
稿
「
武
丸
正
助
の
肖
像
と
伝
記－

孝
子
か
ら
妙
好
人
へ－

」（
中
川
正
法
・

緒
方
知
美
・
遠
藤
一
『
九
州
真
宗
の
源
流
と
水
脈
（
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短

期
大
学
部
人
間
文
化
研
究
所
叢
書
一
）』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
）

（
注
25
）
植
野
健
造
「
高
橋
源
吉
《
悦
雲
像
》」
注
3
前
掲
報
告
書
Ⅲ
所
収
。

（
注
26
）
木
本
拓
哉「
品
照
寺
覚
円
の
学
問
の
足
跡－

所
蔵
典
籍
の
識
語
を
通
し
て－

」

『
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
九
号
、
二
〇
一
八
年
。
拙
稿
「
秋
圃
の
受

容
環
境
―
秋
月
藩
周
辺
の
社
寺
所
蔵
作
品
か
ら
」『
太
宰
府
市
公
文
書
館
紀

要
』
第
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
。

（
注
27
）
団
扇
美
人
図
【
図
9
】
一
枚
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
め
く
り
、
縦
一
〇
三
・
〇

㎝

横
四
〇
・
二
㎝
、
墨
書
「
□
月
／
豊
秀
画
」
印
章
「
覚
円
之
印
」（
白
文

長
方
印
）「
法
喜
山
」（
朱
文
方
印
）、
覚
円
筆
、
江
戸
時
代
、
品
照
寺
所
蔵
。

（
注
28
）
墨
画
綴
「
夢
想
図
」【
図
10
】
一
四
枚
一
綴
、
紙
本
墨
画
、
こ
よ
り
綴
、
縦
二

四
・
〇－

二
五
・
〇
㎝

横
三
三
・
四－

三
五
・
六
㎝
、
覚
円
筆
、
天
保
一

一
（
一
八
四
九
）、
品
照
寺
所
蔵
。

（
注
29
）
天
人
図
【
図
11
】
一
枚
、
紙
本
着
色
、
め
く
り
、
縦
一
〇
三
・
〇
㎝

横
四

〇
・
二
㎝
、
墨
書
「
文
政
二
卯
七
月
□
／
上
ニ
カ
ス
カ
ニ
雨
有
リ
」「
下
ニ
浪

ア
リ
永
調
（
調
）
之
筆
／
僧
龍
写
之
」
※
他
に
色
注
あ
り
、
僧
龍
筆
、
文
政

二
（
一
八
一
九
）
年
、
品
照
寺
所
蔵
。

【
附
記
】
本
稿
で
取
り
上
げ
た
作
品
は
す
べ
て
筑
紫
女
学
園
大
学
浄
土
真
宗
文
化
財
調

査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表：

中
川
正
法
）
に
よ
る
調
査
対
象
で
あ
り
、
本
稿
掲
載

写
真
は
調
査
時
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
調
査
や
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、

萬
行
寺
・
品
照
寺
・
浄
満
寺
の
ご
住
職
様
よ
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し

て
謝
意
を
捧
げ
ま
す
。

（
こ
ば
や
し

と
も
み：

ア
ジ
ア
文
化
学
科

准
教
授
）

四
二



【図3】猫鼠之図（部分）
上田主親筆

【図7】亀井一家集合図
山口白賁筆

【図2】梅に鳩・東坡風水洞図屏風
狩野宗眼重信筆

【図6】刢順像（浄満寺開山縁起）
亀井南冥賛

【図4】正演上人像
上田永調筆

【図1】墨画貼交図
（蟹図・山水図）
鉄翁祖門筆

四
三



【図1】～【図4】【図8】萬行寺所蔵
【図5】～【図7】浄満寺所蔵
【図9】～【図11】品照寺所蔵

【図5】松鶴図襖絵 衣笠守是筆

【図10】墨画綴「夢想図」 覚円筆

【図11】天人図 僧龍筆

【図9】団扇美人図
覚円筆

【図8】仙人図 作者不詳

四
四



小

林

知

美

〜
福
岡
藩
真
宗
寺
院
所
蔵
の
書
画
か
ら
〜

北
部
九
州
の
近
世
文
化
形
成
に
お
け
る
真
宗
寺
院
の
役
割

第
三
十
一
号

二
〇
二
〇
年

人
間
文
化
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究
所
年
報

筑
紫
女
学
園
大
学


